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あらまし：ICT 活用型避難訓練（ICTBED）は，携帯情報端末に提示される仮想的な災害状況に対する判

断を伴う現実世界での避難訓練である．ICTBED では振り返りを重視しており，参加者の避難訓練ログを

2次元のデジタルマップ上に可視化することで振り返りを支援している．本研究では，新しい振り返りの

手法として，参加者が“避難経路を現実世界で再度辿りながら避難を振り返る”という Reflection After 

Reflection（RAR）を着想した．そして，RAR 支援として，避難訓練ログから他者の避難の様子を 3次元

マップ上に可視化する機能を，携帯情報端末用アプリとして試作した． 
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1. はじめに 

近年， ICT 活用型防災教育 (ICT-based Disaster 

Education: ICTDE)が注目されている (1)．例えば，

Virtual Reality を活用した避難訓練では，Computer 

Graphics や Head-Mounted Displayで災害状況をリア

ルに表現し，安全な環境下でインタラクティブ性の

高い避難疑似体験を可能にする (2)．著者らは，ICT

活用型避難訓練として ICT-based Evacuation Drill

（ICTBED）を提案・開発し，地震・津波避難を主

な対象として教育実践に取り組んできた(3)．ICTBED

は Geo-fencingの枠組みを採用し，避難場所へ向かう

途中（シーンと呼ばれる緯度経度で設定された領域）

で携帯情報端末に仮想の災害状況を提示する．参加

者には，その災害状況に対してどのように判断（対

応）するかを考え，制限時間内に避難場所に到着す

ることが求められる．さらに，ICTBED では振り返

りを重視しており，参加者の避難訓練ログ（避難経

路や災害状況への対応）を 2 次元マップ（Google マ

ップ）上に可視化することで，振り返りを支援して

いる．例えば，可視化された複数の避難訓練ログを

参照しながら，「なぜそのように判断したのか？」な

どについて参加者全員で議論するようにしている． 

本研究では，避難訓練ログの活用に着目し，より

効果的な ICTBEDの実現をめざしている．その中で，

新しい振り返り手法として，参加者が“避難経路を

現実世界で再度辿りながら避難を振り返る”という

Reflection After Reflection (RAR)を着想した．そして，

RAR 支援として，3次元マップを用いて避難訓練ロ

グから他者避難を可視化する． 

 

2. Reflection After Reflection (RAR) 
RARは，避難訓練の振り返りの成果（気づいたこ

とや疑問）について現実世界（屋外）で体験的に振

り返る学習活動といえる（図 1）．参加者は避難訓練

ログに沿って避難訓練を再体験することで，災害状

況や参加者の訓練時の状態（疲労や感情など）を想

起した上で，より深い振り返りにつなげることがで

きる．例えば，推奨避難経路が通行不可という災害

状況において，避難場所をめざして，広い回り道で

はなく，狭い近道を通行すると判断した場合， 

(1) 振り返りを通じて，その判断が適切であったか

について考える 

(2) 判断の適切さを確認するため，避難経路に沿っ

てシーン（判断した場所）を訪問する 

(3) シーン（周囲の状況）の観察を通じて，狭い道

で遭遇しうる危険性などを考慮して，判断の適

切さを確認する 

といった学習活動が期待される．(2)と(3)が RAR に

該当する． 

 

3. 3次元マップによる避難訓練ログの可視化 

RARでは，現実世界で避難経路を再度辿ることに

なるため，参加者に携帯情報端末用アプリを提供し

て RARを支援する． 

3.1 試作アプリ 

試作アプリは，サーバから避難シナリオと避難訓

練ログを取得して RAR支援を実行する（図 2）． 

試作アプリは，RAR支援機能のひとつとして，参

加者自らの避難訓練ログを 3 次元マップ上に可視化

する（図 3-a）．参加者はアバタで表現され，三人称

視点でマップに配置される．避難経路はマップ上に

赤色で示されており，参加者はこの表示に沿って避

難経路を辿る．シーンでの災害状況提示や判断は，

マップ上に看板オブジェクトを配置して表示する． 

 
図 1 RAR の概要 
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図 2 試作アプリの構成 

 

    
(a) 参加者の避難   (b) 他者の避難 

図 2避難訓練ログの 3 次元マップによる可視化 

 

3.2 他者避難の可視化 

試作アプリは，同じ避難シナリオの複数の避難訓

練ログを取得して，他者避難を 3 次元マップ上に可

視化する（図 3-b）．具体的には，参加者アバタとデ

ザインの異なる他者アバタをマップ上に配置し，避

難訓練ログに基づいて避難経路を移動するアニメー

ションとして表示する．携帯情報端末を左右に動か

せば，それに追従して三人称視点の方向が変わる． 

他者避難の可視化により，他者がどのような経路

をどれくらいのスピードで避難したか知ることがで

き，参加者の判断の適切さを避難経路やスピードの

観点から確認することが期待される．また，他者避

難の可視化により避難スピードの差が強調され，避

難訓練の緊迫感を高める効果も期待できる． 

 

4. 試用実験 

RAR の有効性や試作アプリのユーザビリティを

検証するために，小規模な試用実験を実施した． 

4.1 実験手順 

被験者は，防災教育実践に従事した経験のある情

報系大学生および大学院生 12 名であった（防災への

関心・意識が高かったといえる）．被験者は， 

(1) ICTBEDによる避難訓練に参加した後 

(2) 被験者全員で 2 次元マップに可視化された避難

訓練ログを見て避難訓練を振り返り（従来の振

り返り） 

表 1 アンケート結果 

質問 従来 RAR 両方 

Q1．振り返りが実際の災
害時に役立つと思う 

0 12 0 

Q2．災害状況を十分に思
い出せる 

1 6 5 

Q3．アプリは使い易い（未
回答 1） 

1 6 4 

 

(3) 試作アプリ（8 インチタブレットにインストー

ル）を用いて，他者避難の可視化を含む RARに

取り組み 

(4) 最後にアンケートに回答した． 

 

4.2 アンケート結果 

アンケートでは，各質問に対してもっとも該当す

る回答を選択させた．表 1 にアンケート結果（回答

数）を示す．Q1 について，被験者全員が従来の振り

返りではなく，RARが役立つと回答していることか

ら，現実世界で体験的に避難訓練を振り返る RAR

の有効性が示唆される．しかし，Q2の回答を見ると，

災害状況を想起できたかについては RAR に特化し

た効果であるとはいえない．Q3については，ユーザ

ビリティに大きな問題はないと考えられる． 

今回の試用実験では，RAR および試作アプリにつ

いて十分に検証できていない．特に，他者避難を視

認できない被験者がいたため，他者避難の可視化に

ついては検証できていない． 

 

5. おわりに 

本稿では，ICTBED による避難訓練を振り返った

後に現実世界で訓練を再体験する RAR を概説し，

RAR 支援として避難訓練ログの可視化について述

べた．試作アプリでは，参加者ならびに他者の避難

を 3 次元マップで可視化している．小規模な試用実

験から，RARの有効性などが示唆された． 

他者避難の可視化は，RAR だけでなく，ICTBED

による避難訓練にも適用可能と考えられる．また，

Augmented Realityによる他者避難の可視化も実装し

ていく． 
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